
発行：東日本大震災被災者支援ボランティアセンターなごや   

〒462-8558 名古屋市北区清水４-１７-１ 5 階 

名古屋市社会福祉協議会 ボランティアセンター内 

電話: 070-5587-7153（平日 9～17 時） 
FAX：052-917-0702 
E メール shien-vc@nagoya-shakyo.or.jp 

 

 

 

 

 

  

    令和５年１月２５日発行 （第 141号）        
本お知らせは、名古屋市に避難されてきた方に役立つ情報をお伝えするため、 

隔月 25 日に発行しています。みなさんのご意見･ご感想をお待ちしています。 

   

 

   

 
 

 
 
 
 
   

  

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

名古屋って、あったかく

て、いいまちだなぁ。 

「革工芸の会」 
 
革細工(レザークラフト)をボランティアさんに教えてもらいながら行います 

 
日時：２月 7日・28日 3月 7日・28日 全て火曜日 １０時～１２時 30分  

会場：名古屋市総合社会福祉会館６階 録音編集室 （北区清水四丁目 17-1 北区役所内） 

持ち物：はさみ(よく切れるもの)､あればラジオペンチ   

材料費：1回５００円～(実費相当) 

今月 20 日は二十四節気の一つ「大寒」で、一年の中で最も寒いころを表しますが、もれなく大寒波

がやってきています。この先の東北地方は、暦通り厳しい寒さがやってくるそうで、1 月下旬にかけて

降雪量が多くなるようですね。名古屋も例年以上の厳しい寒さが予想されますので、交通障害や体

調管理に注意が必要です。お部屋を暖かく、服装も暖かくしてお過ごしください。 

かわいい 

ペン立て 

ができました！ 



語 り 部 通 信 
 

 

 

 

 

◎１月１０日（火） 昭和区の介護予防教室にて 

  1時間ほどお時間を頂き、参加された 25名の方に向けて、Aさんから福島県での被災体験に

ついて語っていただきました。 

  被害に遭った自宅の写真をお見せしたり、名古屋まで避難してきた経緯や避難後の生活につ

いて丁寧にお話しいただきました。参加者とは家具固定の話や、避難時の履物の話で盛り上が

りました。 

 

◎１月１６日（月） 愛知淑徳大学主催のサロンにて 

  愛知淑徳大学ｃｃｃと千種区社協が実施しているサロンからお声がけいただき、Ｂさんから宮

城県での被災体験、避難所生活について 45 分間語っていただきました。Ｂさんは当時小学生

で両親と連絡が取れなかった事、救助に来てもらえなかった 3 日間の事を当時の写真等を使っ

て、臨場感たっぷりにお話していただきました。 

  主催者・参加者から、来年度もぜひお話を聞きたいとご好評いただきました。 

 

まもなく活動開始から 1 年を迎えますが、ご登録いただいた語り部ボランティアの皆さまのご

協力のおかげでこの 1 年で 27 件の依頼をお受けしています。若い世代へ向けた活動の機会が

少ない状況ですので、もっと広く市民の方に皆様のお話を聴いていただけるようボラセンなごや

としてバックアップさせていただきますので今後ともどうぞよろしくお願いします。 

  まだまだ、2 月・3 月と活動依頼が入っております。語り部ボランティアの活動が気になって

いるみなさまからのご連絡お待ちしております！！お気軽にお問い合わせ下さい♪ 
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